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ふるさと岡崎写真パネル
貸出サービスを実施中です！

絵本・童話作家 きむら ゆういち さん 講演会 を開催しました

「あらしのよるに」、「あかちゃんのあそびえほんシリーズ」などで知
られる絵本・童話作家 きむらゆういちさん を講師としてお招きし、
『絵本が子どもに与えるものは何か？』をテーマに講演していただきま
した。

りぶらサポータークラブ様から、
大活字本33冊を寄贈いただきまし
た。毎月第3火曜日に開催してい
る図書館リサイクル本バザーで得
た収益で購入したもので、令和5
年度も継続していく予定です。
また、製作に協力いただいてい

る布絵本

大活字本と布絵本を
寄贈いただきました

（1950・1960・1970年代）の
セットにして貸出ししています。
施設での展示や学校での授業、高
齢者施設での回想法などにご活用
いただけます。ぜひご活用くださ
い。申込方法、貸出期間等は中央
図書館のホームページをご覧くだ
さい。

岡崎市立中央
図書館が所蔵
する昔なつか
しい昭和時代
の岡崎の写真
資料のパネル
を、年代ごと

11点につ
きまして
も寄贈い
ただきま
した。

きむらさんの学生時代のお
話や代表作にまつわるウラ話、
きむらさん自身による読み聞
かせなど、大変充実した講演
会となり、参加者からも大好
評でした。終了後はサイン会
を開催し、大変多くのかたに
ご参加いただきました。
本講演会の様子は、チャン

ネルおかざき 市民招待席
(6/3(土)21:30～以降複数日)
で放映します。



④ビジネステーマ

「職場のメンタルヘルス」
職場でのストレスから、心の病にか

かる人が増えています。また、個人の

特性と心の病にかかることは関係性が

あるとも言われています。ますます重

要になっている職場のメンタルヘルス

に関係する本を紹介します。

期間：6月1日～7月31日
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図書館だより
2023年６・７月号 vol.38
隔月発行

図書館だよりでは、図書館のイ
ベント案内やお知らせ、本の情
報などをお届けします。
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①テーマ展示「園芸の楽しみ」
今回は家庭菜園をはじめ、ガーデニングなど「園

芸」をテーマに資料を集めてみました。
暮らしの中に緑を取り入れるのはいかがですか？

期間：5月１6日～6月30日

予約の多い本ベスト１０(一般書)
１位 汝、星のごとく 凪良 ゆう／著
２位 魔女と過ごした七日間 東野 圭吾／著
３位 黄色い家 川上 未映子／著
４位 署長シンドローム 今野 敏／著
５位 成熟スイッチ 林 真理子／著
６位 君のクイズ 小川 哲／著
７位 殺戮の狂詩曲 中山 七里／著
７位 ラブカは静かに弓を持つ 安壇 美緒／著
９位 光のとこにいてね 一穂 ミチ／著
10位 合理的にあり得ない 2 柚月 裕子／著

（期間:3/1～4/30）

③高札展示
「時間」

6月10日は「時の記念日」。

『日本書紀』によると、現行歴

671年6月10日に、日本初の時計

（「漏刻」＝水時計）が設置され

たそうです。これにちなみ、時間

についての資料を集めました。

期間：6月1日～6月30日

②展示

「地球温暖化を考える」
地球温暖化とは何だろう？本当に氷河は溶け

て海面が上がり、島は海に沈んでいくのだろう

か？冬は大雪が降っていたのに、これからの夏

はもっと暑くなっていくのだろうか？地球温暖

化や異常気象、気候変動などの現状に関する書

籍を集めてみました。国や私たちにできる対策

を一緒に考えてみませんか。

期間：6月1日～6月30日

日本に訪れる外国人観光客には、歴史あるお城
や、和食が人気ですが、ほかにもたくさんの魅
力があります。例えば、便利なコンビニ。おに
ぎり、コーヒーのファンが多く、「ツナマヨオ
ニギリの中毒になってたよ！」など、外国人が
さまざまな日本の魅力をほめちぎっているので、
読むと私たちにとって当たり前だったことが急
に誇らしく感じられます。

JAPAN外国人が感動した!すごいニッポン
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土偶を読む
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縄文時代に作られた素焼きの土人形、「土
偶」。いったい、何のために作られたのでしょ
うか。未だ謎に包まれる、「土偶」の真実に迫
ります。現在よりも過酷な環境でくらしていた
であろう縄文時代の人々の、自然に対するまな
ざしや、その息づかいが、ゆったりと伝わって
くるような一冊です。


